
　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制

限
さ
れ
た
こ
と
で
、
我
々
は

対
面
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
再
考
さ
せ
ら
れ
た
。
医

学
部
の
授
業
や
実
習
の
多
く

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
わ
り
、

学
生
た
ち
も
新
た
な
選
択
肢

を
得
た
こ
と
で
対
面
講
義
に

は
「
対
面
で
し
か
得
ら
れ
な

い
学
び
」
を
求
め
て
お
り
、

従
来
の
よ
う
な
一
方
向
の
講

義
で
は
満
足
し
て
も
ら
え
な

い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、

工
夫
次
第
で
は
対
面
よ
り
も

効
果
の
高
い
教
育
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に

総
合
診
療
科
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
型
臨
床
実
習
に
取
り
組

み
、
学
生
か
ら
も
高
い
評
価

を
得
た
。

　

一
方
で
実
地
で
し
か
得
ら

れ
な
い
学
び
を
絶
や
さ
な
い

工
夫
も
必
須
で
あ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
り
失
わ
れ
る
も

の
の
一
つ
と
し
て
、
学
生
同

士
や
教
師
と
学
生
の
雑
談
が

あ
る
。
効
率
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
中
に
雑
談
の
よ
う

な
一
見
無
駄
に
見
え
る
時
間

や
空
間
を
作
る
こ
と
が
実
は

大
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
教
員
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
対
面
を
適
切
に
使
い

分
け
る
ス
キ
ル
が
シ
ビ
ア
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

臨
床
医
と
し
て
も
診
療
に

お
け
る
対
面
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
待
ち

時
間
も
な
く
、
自
宅
に
処
方

箋
も
届
け
て
も
ら
え
る
遠
隔

診
療
の
便
利
さ
を
知
っ
た
患

者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
対
面

診
察
の
価
値
は
何
な
の
だ
ろ

う
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
問

診
は
で
き
る
が
、
患
者
さ
ん

の
歩
き
方
や
持
ち
物
な
ど
言

語
外
の
情
報
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ

た
。
対
面
で
し
か
で
き
な
い

こ
と
に
身
体
に
触
れ
る
診
察

が
あ
る
。
身
体
診
察
は
そ
の

所
見
が
も
た
ら
す
医
学
的
意

味
以
外
に
も
、「
診
て
も
ら

え
た
」
と
い
う
心
理
的
効
果

や
医
師
患
者
関
係
を
強
化
す

る
効
果
を
患
者
さ
ん
に
も
た

ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
今
後
は
対
面
で
の
診
察

の
場
面
で
は
、
対
面
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
心
が
け
た

診
療
を
行
う
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

単
純
に
対
面
の
ほ
う
が
良

い
と
い
う
懐
古
主
義
を
脱
し

て
、
今
後
は
様
々
な
場
面
で

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
良
さ

を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
使

い
分
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

（
総
合
診
療
教
育
セ
ン
タ
ー

�

安
藤
崇
之　

92
回
）
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宮
脇 

敦
史
君（
66
回
）

日
本
学
士
院
賞
受
賞

三四会社会功労賞の推薦について
目的　�地域社会、社会貢献を通じて顕著な功績により三四会の名誉を高めた三四会員を表彰

し実学としての慶應医学の発展を図る。

対象　１．�表彰目的に沿った優れた業績をあげた三四会正会員（本塾関連病院のみではな
く、研究施設、他大学、地域で業績をあげている三四会員も含む）

　　　２．年齢は問わない。

推薦方法
　　　１．�推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾大学

関連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。
　　　２．�推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会社会功労賞推薦状）に

より候補者を推薦してください。
　　　３．�締め切りは、2022年4月15日（金）必着、三四会事務局宛とします。
　　　４．�提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、表彰目的に沿った業績目録、客観的に評価

しうる資料等、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。
　　　５．�以前推薦したが、受賞されなかった方の再推薦も可能です。

　※推薦書のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL:�http://www.sanshikai.jp/award/kourousyo/index.html

選考ならびに受賞
三四会長を委員長とする三四会社会功労賞選考委員会による厳正な選考の結果、原則１名の
受賞者を決定します。受賞者は2022年６月11日（土）に予定されている三四会定例評議員会で
表彰され、賞状および副賞が授与されます。

臨
床
研
修
に
向
け
て

大
切
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す

第第
1717
回回  

白
衣
式

白
衣
式

私たち１０３回生は、

一流の知識と技術を得るべく

日々全力で研鑽を積むこと、

患者さんの「病」だけでなく

「人」と向き合い続けること、

未来の医療を支える

プロフェッショナルとして

協調しつつも切磋琢磨することを

ここに誓います。

103回生 誓いの言葉103回生 誓いの言葉

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て

社
中
一
丸
で
粘
り
強
く
前
進

2022年 医学部新年祝賀式開催2022年 医学部新年祝賀式開催
　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
１
月
５
日
（
水
）
に
、

関
係
者
の
み
、
マ
ス
ク
を
常

時
着
用
す
る
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
の
様
子

は
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
２

号
館
11
階
の
大
会
議
室
よ
り

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
て

生
配
信
い
た
し
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
を

来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒
頭
に

金
井
隆
典
医
学
部
長
が
年
頭

の
詞
を
述
べ
、
伊
藤
公
平
塾

長
、
小
林
弘
祐
北
里
研
究
所

理
事
長
、
武
田
純
三
三
四
会

会
長
、
松
本
守
雄
病
院
長
、

佐
谷
秀
行
医
学
部
教
授
（
教

職
員
代
表
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

賀
詞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

変
異
種
が
急
速
に
拡
大
す
る

中
で
診
療
、
研
究
、
教
育
に

従
事
す
る
教
職
員
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
は
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
つ

つ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
新

た
な
慶
應
医
学
の
在
り
方
を

模
索
し
、
慶
應
義
塾
社
中
一

丸
で
粘
り
強
く
前
進
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

慶
應
医
学
賞�

ラ
イ
ジ
ン
グ

　

去
る
１
月
８
日
、
令
和
３

年
度
白
衣
式
が
北
里
講
堂
に

て
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
は
北

里
講
堂
に
１
０
３
回
生
が
一

堂
に
会
し
、
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
保
護
者
は
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
を
観
る
形
式
と
な
っ

た
。
白
衣
式
は
、
臨
床
実
習

に
進
む
医
学
生
が
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
意
識
す

る
式
典
で
あ
り
、
米
国
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
始
ま
り
、
本

塾
で
は
２
０
０
６
年
か
ら
執

り
行
わ
れ
て
き
た
。

　

式
典
に
は
金
井
隆
典
医
学

部
長
、
松
本
守
雄
病
院
長
、

武
田
純
三
三
四
会
会
長
ら
が

列
席
し
、
臨
床
実
習
を
控
え

た
１
０
３
回
生
１
１
２
名
に

祝
辞
を
送
っ
た
。

　

金
井
医
学
部
長
は
、
自
身

の
入
院
時
に
医
療
関
係
者
の

優
し
い
言
葉
に
触
れ
た
経
験

を
踏
ま
え
、
患
者
さ
ん
・
患

者
さ
ん
の
家
族
の
側
に
立
っ

て
診
療
で
き
る
医
師
に
な
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
医
師
像
の
達

成
の
た
め
に
必
要
な
人
間
力

は
、
厳
し
い
学
業
の
中
で
も

忘
れ
ず
に
養
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
と
激
励
し
た
。

　

松
本
病
院
長
は
、
慶
應
病

院
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る

「
患
者
さ
ん
に
優
し
く
患
者

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
患
者
さ

ん
中
心
の
医
療
を
行
い
ま

す
」
の
実
践
に
は
、
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
う
心
、
ま
た
負

担
の
少
な
い
治
療
法
を
選
択

で
き
る
知
識
が
必
要
で
あ

り
、
実
習
で
こ
れ
ら
を
身
に

つ
け
、
慶
應
病
院
が
長
年
培

っ
て
き
た
信
頼
を
繋
い
で
い

っ
て
欲
し
い
と
期
待
を
込
め

た
。

　

武
田
三
四
会
会
長
は
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

追
求
に
終
点
は
な
く
、「
理

を
極
め
よ
」
と
い
う
福
澤
先

生
の
言
葉
通
り
、
こ
れ
か
ら

の
医
師
人
生
で
多
く
を
学

び
、
医
師
と
し
て
の
あ
り
方

を
考
え
続
け
て
欲
し
い
と
激

励
し
た
。
な
お
、
三
四
会
か

ら
は
記
念
品
と
し
て
印
鑑
付

き
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
（
１
０
３

回
生
制
作
）
が
放
映
さ
れ
、

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
多
く
の

学
生
が
頬
を
緩
め
た
。

　

今
年
は
接
触
を
避
け
る
た

め
に
先
生
方
か
ら
学
生
一
人

ひ
と
り
へ
の
白
衣
授
与
は
行

わ
れ
ず
、
各
々
が
座
席
の
上

に
予
め
置
か
れ
て
い
た
白
衣

を
、
合
図
と
共
に
一
斉
に
着

用
し
た
。
そ
の
後
学
生
代
表

３
名
に
よ
る
誓
い
の
言
葉
の

唱
和
が
な
さ
れ
た
。
誓
い
の

言
葉
と
は
、
有
志
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
白
衣
式
委
員
会
を

中
心
に
１
０
３
回
生
全
員
が

協
力
し
、
数
ヶ
月
を
か
け
て

考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
門
川
俊
明
医
学
教

育
統
轄
セ
ン
タ
ー
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
た
。
白
衣
を
着

用
す
る
者
の
義
務
と
し
て
、

実
習
で
は
医
療
者
と
し
て
見

ら
れ
て
い
る
自
覚
を
持
っ
て

行
動
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
学
生
が
出
来
る
限
り
活
躍

で
き
る
よ
う
、
教
育
統
轄
セ

ン
タ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

自
身
の
名
が
刻
ま
れ
た
新

し
い
白
衣
に
袖
を
通
し
、
共

に
学
び
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間

と
、
喜
び
と
決
意
を
分
か
ち

合
う
本
式
典
に
、
１
０
３
回

生
一
同
で
の
参
加
が
実
現
し

た
こ
と
は
非
常
に
感
慨
深

く
、感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

１
０
３
回
生
一
人
一
人
の
思

い
が
込
め
ら
れ
た
誓
い
の
言

葉
か
ら
は
、
目
の
前
の
患
者

さ
ん
の
わ
ず
か
な
声
も
見
逃

さ
ず
に
真
の
ニ
ー
ズ
を
理
解

し
共
感
す
る
こ
と
、
最
善
の

医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
知

識
と
技
術
の
修
得
に
尽
力
す

る
と
い
う
信
念
が
表
れ
て
い

る
。
誓
い
の
言
葉
を
深
く
心

に
刻
み
、
社
会
を
先
導
す
る

医
療
者
を
目
指
し
て
日
々
全

力
で
励
ん
で
い
き
た
い
。

�

（
４
年　

佐
野
英
子
、

　
　
　
　
　
　

銭
映
美
）

慶
應
医
学
賞 

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
タ
ー
賞
受
賞
者

（
左
か
ら
）
金
井
隆
典
医
学
部
長
、
杉
本
真
也
君
、
伊
藤
公
平

塾
長
、丸
山
健
太
君
、久
保
田
義
顕
医
学
研
究
奨
励
事
業
委
員
長 

撮
影
：
石
戸
　
晋

伊
藤
公
平
塾
長
に
よ
る
ご
挨
拶

白
衣
式
に
臨
ん
だ
１
０
３
回
生
た
ち
の
集
合
写
真

今
年
は
自
ら
白
衣
に
袖
を
通
し
た

「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
る

式
典
の
様
子
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
配
信
さ
れ
た

　

理
化
学
研
究
所
の
宮
脇
敦

史
君
（
66
回
）
が
、
第
１
１

１
回
日
本
学
士
院
賞
を
「
生

命
現
象
の
時
空
間
制
御
の
解

明
を
目
指
し
た
バ
イ
オ
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
技
術
の
開
発
研

究
」
に
関
す
る
多
大
な
る
功

績
に
よ
り
受
賞
し
た
。
宮
脇

君
は
、
現
在
、
脳
神
経
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
細
胞
機
能
探

索
技
術
研
究
チ
ー
ム
、
光
量

子
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
生
命

工
学
技
術
研
究
チ
ー
ム
で
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
。

　

日
本
学
士
院
賞
と
は
、
日

本
学
士
院
が
授
与
す
る
１
９

４
８
年
創
設
の
賞
で
あ
り
、

１
９
１
１
年
創
設
の
帝
国
学

士
院
賞
を
前
進
と
し
て
い

る
。
日
本
の
学
術
賞
と
し
て

は
最
も
権
威
あ
る
賞
で
あ

り
、
毎
年
９
件
以
内
が
受
賞

と
な
る
。
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
関
係
者
の
歴
代
受
賞
者

は
、
１
９
２
７
年
加
藤
元
一

氏
が
「
神
経
に
於
け
る
不
減

で
、
２
０
０
９
年
御
子
柴
克

彦
氏
が
「
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ

ム
制
御
機
構
の
研
究
」
で
受

賞
し
て
お
り
、
宮
脇
君
が
４

人
目
と
な
る
。

　

宮
脇
君
は
、
２
０
２
０
年

慶
應
医
学
賞
も
受
賞
し
て
お

り
、
そ
の
業
績
を
改
め
て
こ

こ
で
重
複
し
て
紹
介
す
る
こ

と
は
避
け
る
こ
と
と
す
る
。

宮
脇
君
の
本
日
の
バ
イ
オ
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
第
一
人
者

と
し
て
の
原
点
は
、
北
里
図

書
館
に
あ
る
。
１
９
８
４

年
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

の
学
生
だ
っ
た
宮
脇
君
は
、

遺
伝
子
の
転
写
調
節
機
構
に

興
味
を
抱
い
て
図
書
館
で
文

献
を
漁
り
な
が
ら
、
Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｔ
（
蛍
光
共
鳴
エ
ネ
ル
ギ
ー

移
動
）
の
総
説
に
出
会
う
。

ま
だ
誰
も
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
を
生
物

学
に
応
用
し
て
い
な
い
時
代

に
、
そ
れ
以
後
、
そ
の
運
命

的
な
出
会
い
の
思
い
を
持
ち

続
け
、
具
現
化
す
る
場
を
求

め
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、

１
９
９
４
年
の
夏
、
千
載
一

遇
と
も
言
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

到
来
す
る
。
蛍
光
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
の
創
始
者
と
呼
ば
れ
、

当
時
の
雲
の
上
の
存
在
で
あ

っ
た
ロ
ジ
ャ
ー
・
ツ
ェ
ー
ン

博
士
（
２
０
０
４
年
慶
應
医

学
賞
、
２
０
０
８
年
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
）
が
、
学
会
後
空

港
に
向
か
う
バ
ス
に
乗
り
込

む
参
加
者
の
列
で
並
ん
で
い

る
の
を
見
つ
け
、
宮
脇
君

は
、
ツ
ェ
ー
ン
博
士
の
背
後

に
ひ
ょ
い
と
回
り
こ
む
。
そ

の
バ
ス
の
中
で
３
時
間
半
ツ

ェ
ー
ン
博
士
と
１
対
１
で
議

論
す
る
機
会
を
得
た
。
い
つ

も
は
疎
ま
し
き
ボ
ス
ト
ン
周

囲
の
渋
滞
が
愛
お
し
く
思
え

た
程
で
あ
っ
た
と
。
こ
の
ひ

と
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
後
ツ
ェ
ー
ン

研
に
留
学
し
、
世
界
で
初
め

て
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
を
利
用
し
た
蛍

光
カ
ル
シ
ウ
ム
プ
ロ
ー
ブ
・

カ
メ
レ
オ
ン
を
開
発
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

偉
大
な
研
究
業
績
の
影

に
、
人
と
し
て
の
情
熱
と
思

い
が
あ
る
。
宮
脇
君
の
今
後

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

�

（
天
谷
雅
行　

64
回
）

衰
伝
導
に
関

す
る
研
究
」

で
、
１
９
７

５
年
冨
田
恒

男
氏
が
「
網

膜
に
お
け
る

情
報
処
理
機

構
の
研
究
」

・
ス
タ
ー
賞
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
自
然
科
学
研
究
機
構�

生
理
学
研
究
所
特
任
准
教
授

の
丸
山
健
太
君
（
87
回
）
と

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
坂
口

光
洋
記
念
講
座
（
オ
ル
ガ
ノ

イ
ド
医
学
）
助
教
の
杉
本
真

也
君
（
88
回
）
の
２
名
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

Young�Investigator�Award,�Keio�University�School�of�Medicine�
Alumni�Association（Sanshikai）

目的　�若手の三四会会員の研究を奨励し、実学としての慶應医学の発展を図る。
対象　�１．�次の各分野ですぐれた業績をあげた三四会正会員で三四会員として少なくとも１

年は経過している者（本塾関連病院のみではなく、研究施設、他大学、地域等で
業績をあげている三四会員も含む）

　　　　　対象となる分野
　　　　　　イ、臨床医学　　ロ、基礎医学
　　　２．満40歳以下
推薦方法
　　　 • �推薦者は、三四会役員、三四会評議員、慶應義塾大学医学部教授、慶應義塾大学関

連病院会会員および他大学教授（三四会員）とします。�
　　　 • �推薦者は、候補者の承諾を得た上で、所定の書式（三四会奨励賞推薦状）により候

補者を推薦して下さい。�
　　　 • �推薦締切りは2022年４月15日（金）必着、三四会事務局宛とします。�
　　　 • �提出部数は、推薦状、被推薦者略歴、論文別刷（学術集会発表の場合はそれを証明

するコピーと800字程度の抄録）、オリジナル１部とコピー10セットが必要です。�
　　　 • �対象となる研究が共著論文の場合は共著者の承諾書（オリジナル１部とコピー10

部）が必要となります。�

　※�推薦状、略歴、論文、共著者の承諾書を順に組んで1部とし、コピーも同じ体裁に整え
てください。

　※推薦状のダウンロード、必要書類等は下記URLをご覧下さい。
　URL：http://www.sanshikai.jp/award/shourei/index.html

選考ならびに受賞
三四会奨励賞選考委員会による厳正な選考の結果、受賞者を決定します。受賞者は2022年６
月11日（土）に予定されている三四会定例評議員会で表彰され、賞状および副賞が授与されま
す。

三四会奨励賞の推薦について

　天谷雅行前医学部長の肖像写真を三四
会より医学部に寄贈いただきました。
　２０２２年1月5日に武田純三三四会長よ
り贈呈いただき、歴代医学部長の肖像画
や写真が飾られている北里記念医学図書
館2階の第一会議室に飾らせていただき
ました。
� 秘書課長　秦　英作

医学部長
肖像写真を
寄贈

三四会 第
23
代
医
学
部
長
　
天
谷
雅
行
　

（
平
成
29
年
10
月
～
令
和
3
年
7
月
）

北
里
記
念
医
学
図
書
館
の

第
一
会
議
室
に
飾
ら
れ
た


